Shodo Pertaining to the Inheritance and Rebuilding of Holy Temples or Shrines: Focusing on Kujo family and Keisei by 近本 謙介 & チカモト ケンスケ
寺社勧進・修造をめぐる唱導文芸に関する文献学的
研究 ―九条家と慶政の動向を中心に―
著者 近本 謙介
発行年 2009
その他のタイトル Shodo Pertaining to the Inheritance and
Rebuilding of Holy Temples or Shrines:
Focusing on Kujo family and Keisei
URL http://hdl.handle.net/2241/104647
 様式 C-19 
科学研究費補助金研究成果報告書 
 
平成２１年５月２５日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
院政期末から鎌倉時代初めにかけては、世の動乱とともに宗教世界においても大きな画期を
迎えることとなった。そうした中で、九条家の担った役割は大きく、天皇や院の意を推戴しつ
つ、鎌倉幕府とも連携しながら、新たな信仰世界の秩序を構築していった跡が窺われる。本研
究においては、その実態を、寺社の勧進や修造をめぐる唱導文芸の文献学的研究から実証的に
考察し、九条家の慶政とその周辺の人々が果たした役割について明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始する以前に、中世南都にお
ける唱導文芸のあり方を探る研究を行い、
さらに興福寺の解脱房貞慶に焦点を当て
た研究を進めてきたが、その結果、これら
の研究が、寺社の勧進や修造の問題と密接
に関わり、背後に権門としての九条家のう
ごきが確認される事例の多いことに気付
かされた。 
 そうした問題意識から、寺社の勧進や修
造の際に起草あるいは利用される勧進帳
や縁起を具体的に分析し、それらの研究を
通じて九条家のうごきを探り、就中慶政の
果たした役割を浮き彫りにすることを目
標として研究を立案するに至った。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、寺社縁起や勧進帳といった文
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芸領域に、社寺の継続的経営行為としての
勧進・修造という観点を導入することによ
って、新たな研究の可能性を探ろうとする
ものである。こうした問題を考える上で重
要な時期と事象として、中世前期を考察対
象とし、治承四年の南都焼き討ち後の再建
事業に、国家事業的側面、藤原氏や鎌倉幕
府といった権門や権力の関与などを見据
えながら、その全体像を分析することを試
みる。 
 さらに、縁起の再構築や、勧進・修造の
ための唱導文の作成といった営みを為さ
しめた基盤を見定めることにより、これら
が現場の必然性と分かちがたく結びつき
ながら展開されたことを明らかにし、それ
が文化史的にも大きな影響を与えた唱導
の領域を下支えするものとして機能した
点などに分析の内容を深めていこうとし
ている。 
 上記の目的を具体的に分析し考察して
いく上で、（１）鎌倉期初頭の九条兹実の
関与した南都復興のうごきから、（２）九
条道家と慶政との連繋によって行われた
鎌倉中期の勧進といった、大きく二つの重
要な時期を設定し、両者のうごきの継続性
を探求し、その一方でまた両者の間の質的
転換をも跡付けることで、縁起や勧進帳と
いった唱導文芸の基盤となるべき世界と
の関わりを立体的に浮かび上がらせ、新た
な唱導文芸研究の方向性の一端を提示し
たいと考えている。 
 
 
 
３．研究の方法 
 縁起の再構築や、勧進・修造のための唱
導文の作成といった営みの基盤を見定め
る必要性から、研究対象を大きく以下のふ
たつの時期に区分しながら、研究期間の調
査・考察を進めることとした。 
（１）鎌倉期初頭の九条兹実の関与した南
都復興の動向。 
（２）九条道家と慶政との連繋によって行
われた鎌倉中期の勧進の動向。 
 （１）については、以下のような調査方
法を採ることとした。 
 南都焼き討ち（治承の回禄）後の再建事
業に関する調査と考察を眼目として、東大
寺図書館および神奈川県立金沢文庫に伝
わる『讃仏乗抄』について、興福寺僧解脱
房貞慶との関わりから分析を進め、その周
辺資料についても収集を図る。またこのう
ごきと関わる問題として、文治年間から建
久年間へと推移する画期の問題を、東大寺
衆徒伊勢参宮と西行の問題に見出し、西行
の関東・奥州への勧進行脚の問題を、東大
寺衆徒による伊勢参宮との関わりから問
い直す試みを行う。 
 同時に、九条家との関わりを有する資料
の発掘にも努め、春日大社および海住山寺
その他での調査を遂行する。これらによっ
て収集した資料については、重要語句など
を検索可能とするためのデータベース化
を進める。 
 また、九条兹実と南都興福寺との連携を
考える上で重要な場として、内山永久寺に
関する研究を進める。ここでは、「内山永
久寺置文」・「内山之記」に記載される仏師
や絵仏師の活動と、兹実の弟で興福寺別当
となった信円との関わりや、そこで生み出
される唱導や文芸の問題について、学際的
な立場からの分析を行う。 
 （２）については、以下のような調査方
法を採ることとした。 
 九条兹実との関わりを有しながら勧
進・修造が進められた時期との比較・相対
化を意識しつつ九条道家と慶政との連携
によって勧進が進められた時期に関する
調査研究を行う。そのための準備段階とし
て行ってきた九条家の慈円と慶政への展
開についての研究を纏めると同時に、その
成果を九条家の信仰と文学における継承
と展開として位置付けるための研究方法
を構築する。 
 具体的には、慶政の携わった聖徳太子信
仰の空間の再構築の問題、自らの活動の拠
点となった法華山寺の勧進と縁起との関
係、慶政の入宋と東アジアの視点との相関
性などを見据える調査を行うこととする。
それらを考える上で必要な宮内庁書陵部
蔵「九条家本諸寺縁起集」の読解を進め、
考察を深める。 
 
 
 
４．研究の成果 
 研究の方法に示したふたつの時期のう
ち、（１）に関しては、以下のような点を
明らかにした点を成果として掲げること
ができる。 
①文治から建久年間における東大寺衆徒
による伊勢参宮には、後白河院と共に九条
兹実の意向が関わっており、そこに西行の
伊勢信仰に関わる和歌活動も位置付ける
べきである。 
②南都復興の現場とそれを物語る行為を
確認することで、東大寺や興福寺といった
南都寺院における唱導が「治承がたり」と
でも称すべき運動となっており、それが後
世に与えた影響は多大である。そうした運
  
動の中に、「平家物語」が「治承物語」と
して始発した問題を捉え直してみる必要
がある。 
③南都復興の唱導を担った重要な人物と
して解脱房貞慶をあげることができるが、
彼の唱導は鎌倉幕府や、幕府を支えた御家
人との関係にも及んでおり、これは、従来
考慮されることの少なかった南都の唱導
と関東との関係を位置付ける上で重要な
視点である。 
④南都復興の時期に大きな転換点を迎え
る神祇信仰の問題を、僧侶による参宮とい
う要素から捉え直し、そこに現れる神祇信
仰の問題を（２）の時期とも関わる点にも
説き及びながら位置付けた。 
（２）に関しては、以下のような点を明
らかにした点を成果として掲げることが
できる。 
①慶政のうごきと意図とを考える際には、
（１）の時期に兹実と連携した慈円との比
較や相対化が必要であり、聖徳太子信仰に
おける共通性と展開、それぞれの立場の違
いから生じる活動の性格の相違などを明
らかにした。従来、慈円から慶政へという
展開の問題意識は提示されてこなかった
ものと思われる。 
②慶政における聖徳太子信仰の空間の再
構築の問題を取り上げ、それが鎌倉時代の
仏教史における太子信仰の再評価と連動
することを明らかにした。また、その際に、
託宣ということばの領域や、巡礼という行
為の領域とが立体的に組み合わされるこ
とを明示した。 
③慶政が活動の拠点とした法華山寺の縁
起について、天理図書館蔵本の立場から検
証する作業を行い、慶政自らが縁起の作成
や霊験伝承にも深く携わっていたことを
確認した。 
④慶政の『漂到琉球国記』の内容に検討を
加え、それが、中国における経典補修作業
と連動する中に記録された性格のもので
あること、さらに入宋僧としての慶政の東
アジアの視点が刻まれたものであること
を明らかにした。 
⑤本研究の（１）の時期と（２）の時期に
は連動性を認めることができ、その点を考
える一つの事例として、藤原家隆の天王寺
における和歌往生の問題を取り上げ、その
背景として九条家の動向が密接に関わっ
ていることを明らかにした。 
 さらに、研究成果をより立体的・多面的
なものとするため、研究期間中に研究分担
者２名の方をそれぞれコーディネーター
として、研究集会を行った。 
 ひとつめは、藤岡穣氏の企画による研究
集会「南都復興における縁起と美術」、い
まひとつは、川崎剛志氏の企画による研究
集会「貞慶の宗教事業の多面性―修験・唱
導・真言―」である。 
 前者の研究集会においては、南都復興に
おける興福寺の造仏活動と縁起との関わ
りや、藤原氏が氏社として尊崇した春日大
社の信仰空間としての展開と絵画との関
係、さらには仏像の絵画史との関係から議
論を深め、研究遂行上、多くの知見を得る
ことができた。 
 後者の研究集会においては、貞慶の活動
が、院政期から続く大和国の霊山の体系化
と連動するものであったこと、貞慶の唱導
の重要な記録である『讃仏乗抄』の新出資
料とその位置付け、さらに真言宗との兹学
の問題から議論を行い、貞慶の活動を考え
る上での多面的視点を獲得するのに有益
であった。 
 これらの研究集会は、ともに研究組織以
外にも参加・聴講を呼びかけ、それぞれに
４０名程度の参加者を得て、活発な議論を
通じて、ひろく問題意識を共有することが
できた。 
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